
大橋実 デビュー戦 判定負け
第２試合に大学３年生でデビュー戦を迎えた大橋実がバンタム

級で登場した。 対戦相手は三迫ジムの
星正見選手(24)。１勝(1KO)４敗。
１ラウンド後半に星選手の左ボディで大きく
腰を落とすがダウンは持ちこたえた。３Ｒ、
４Ｒは盛り返したように思えたが判定結果
は２：０(40：38.39：38.38：38)の判定負け。
大橋は真面目な選手。デビュー戦は負け
たがこれからも頑張れ！！

４月２４日（金）、「ＭＳＧＭ Vol.1」と銘打った三迫ジム・白井具志堅
ジム・三谷大和ジム共催のボクシングイベントが後楽園ホールに新
たに登場した。４回戦、６回戦が各々２試合、８回戦が４試合組まれ、
三谷大和ジムからは４選手が出場した。

セミファイナルの第７試合に昨年全日本フェザー級新人王とＭＶＰ
に輝いた斉藤司が登場した。 対戦相手は八王子中屋ジムの大島
耕平選手(28)。戦績は６勝(2KO)３敗２分。
斉藤は、シルバー、ゴールド、ピンクにハートマークが付いたトラ
ンクス姿で青コーナーから軽快に登場した。 顔色、肌艶がいい。
１ラウンドから大島選手にプレッシャーを掛け追い詰めていく。２ラ
ウンドに右ストレートがクリーンヒットしダウンを奪う。３ラウンドは逆
襲を食らい大分ボディブローを受ける。４・５・６ラウンドとお互い打
合い、大橋選手は左口の中を切り、司の鼻血がトランクスを赤く染
める。７ラウンドに司が相手コーナーで大島選手に連打を浴びせて
いる途中でレフェリーが試合を止めた。１分１４秒のＴＫＯ勝ち。司は
勝ったけれど打たれ過ぎた。ディフェンスをしっかりしよう。

加藤健太加藤健太 ３Ｒ３Ｒ ＴＫＯ勝利！ＴＫＯ勝利！
第３試合の６回戦には加藤健太がライト級で登場した。対戦相手
はワールド日立ジムの宮田茂樹選手(29)。４勝（3KO）２敗。

加藤は８ヶ月ぶりのリングだが

落ち着いていた。 １ラウンド右ボ
ディで最初のダウンを奪うが後半
反撃される。 ２ラウンドはお互い

打合い、加藤の左ジャブや右スト
レートが度々決まる。
３ラウンドも激しい打撃戦となる
が加藤の右アッパーが決まり２度
目のダウンを奪う。立ち上った宮

田選手の目は虚ろで焦点が定まらない。 更に、加藤が連打中に
レフェリーが割って入り、１分１４秒のＴＫＯで試合終了を告げた。
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４月２４日後楽園ホール三谷ジム４選手出場

斉藤司７ＲＴＫＯ勝利！

三谷会長のコメント

６月 ８日 イノウエ寿、林 涼樹、
７月１３日 福本雄基、加藤健太、小林慶行、岩井大、
７月２２日 Ｍ・ＳＧ・Ｍ ｖｏｌ，２

ごんごちゃんは見た！！

三谷大和スポーツジムニュース Ｎｏー１５

編集後記

ボクサーの選手生命は他のスポーツに比べて短い。

ボクシングというスポーツは、お互いの選手が、いか
に効果的に相手の身体に打撃を与えるかを競うスポーツであり
トレーニングも厳しい。そのためボクシング選手は短い選手生
活の中で自己自身のビジョンをしっかり持つことが必要だ。
夢は大切だが単なる夢で終わらせないために夢の実現に向

け２年先、５年先の自分の姿をイメージし、その実現に向け今の
苦しい練習を積まなければならない。ポジティブな前向きな思考
と自分の行動が全てなのだ。

ＮＯ－１５

マスコットの
ごんごちゃんです！

どんな突発事態に直面しても冷静な判断を下すため
頭脳は常にクールでなければなりません。 頭脳を

クールに維持するために個人体験も勿論必要ですが、追体験と
して様々な事態を想定したイメージトレーニングが重要です。
スポーツに限らず日常生活でも大切なことですね。

司の右ストレートがヒットする

鬼ヶ島竜 ８Ｒ ＴＫＯ勝利！
第５試合は昨年全日本ミニマム級新人王を獲得した鬼ヶ島竜。
現在、日本ミニマム級１１位の日本ランカー。対戦相手は館林ジム
の原島暁選手(22)。８勝(3KO)６敗１分。

立ち上りの１ラウンドはお互いの
動きを見合いながらも鬼ヶ島の
左右のボディやフックが決まる。
２、３ラウンドは、原島選手の手
数に押し込まれるが、４ラウンド
からペースを握ると右ストレート、
左ボディに４～５連打、あるいは
左右のコンビネーションが決まり
７ラウンドになると、原島選手は
パンチは出すもののスタミナ切れ

か、後退が目立つようになる。 ８ラウンドには原島選手は鼻血を
出しながら鬼ヶ島のパンチを浴びて後退するなかでセコンドから
青色タオルが投げ込まれ１分５２秒で鬼ヶ島のＴＫＯ勝ちとなった。

健太のアッパーは強烈

桃太郎のアッパー

今日は寮生３人全員勝って良かった。
大橋は、勝ったと思って安心していたら
判定負けだった。 僕は負けていないと

思います。デビュー戦としては頑張っていたし良くやっていた。
負けても腐っていないのでこれから連勝していくと思います。
加藤は、１ラウンドは悪い癖が出たけれど２ラウンドからガラッと
変えて戦っていたしタイミングで成長のあとが出ていました。
鬼ヶ島は、課題はスタミナだったけれど、それを克服し、最後は相
手選手を力で捩じ伏せていたからね。すごいなぁと思いました。
司は、いいものを持っている。１ラウンド、２ラウンドはボクシング
をしていたし打撃戦になった時の対応がこれからの課題ですね。
今日の４人はみんなよくやったと思います。


